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　　　　　　　　 キ ノ コ バ 昆 幼 虫 の 發 光　加藤光吹郎 （埼玉 木
・文理

・生〉

搬 醂 隙 ・ 於 て 擔子菌類 の ・ タ グ サ レ タ ケ 上 に 齢 して い た 以 グ ・ ヒ ラ タキ ノ …
’
sCer °PlaiUS

testtrceWS　f．　infortnis及び ニ ホ ソ ヒ ラ タ キ ノ コ バ エ C ．π 伽 π 卿 S の 幼虫を探取 し．、
こ れを飼育 して 蛹及び

etmを得 た ． 幼虫脹 さ ・・〜 ・5　mm ， 圓筒型譴 をほ膿 う殿 の ・ モ の 勦 よ 5な綱を張 つ て そ の 中1・

腹面 を キ ． ・ に 鰭 させ て 靜止 或は 勵 蓮動を して お り・ 蝋 する こ と な く
一隷に 舶 ・ ・光を放 つ ・ 蠍 燬

勲 雌 に紐 れ瀰 の 中i・isり ， 之 も常 に 發光 して い る ・ 融 贐 光 しな い ・ 幼蜘 胱 贐 光 バ ク 刋

ア の 共轡・ よ る の で鹹 く誚 僑 及脚 … 祇 管の 鬮 に ある特別 嬢 光蝴 旨撫 胞か ら な る黝 酢

超因す る ． こ の 黝 細隙 そ の 申央 の 大 部を 占め て ・個 の 脂  ・ 側 嘲 瞭臟 を有 し ・ Pt｝：「u胞質中に

鰍 の ， 酸性色素竝 ぴ 噸 基艶 素 の 兩者｝疆 染す る發光varvを含む ・ 臟 鵬 の emae
’
回恥 く鰡 さ

れた蟇朔豺發光の 1 つ の 型 で あ る 。

  鬪 こ示 ：れま した 2 種の 脂肪讖 の 齢 洞 騨 で ご a ・ まは うか ・ ｛肭 恭）

　 （答 ） 同倍牽 で す 。

　　　　　　　　貫 正 ク モ 類 の 染 色 盛 數 の 進 化 鈴木正將 （廣島大 ・ 理
・動）

余 は今迄瞋 正 ク モ 類の 3 亜 目 20 科 87 種の 染色蘭 究を行 つ た ・ 染饑 數硼 か ｝こ な つ た ク モ は こ れ

で 、72 種 （3 弸 25 科） と な る ． 7KMo ・P數染饑 勲 最低 4 よ 撮 高 ま 4助 間 に 分布す るt ・
・ そ の

殆 ん ど大 翻 は ・・〜an の 間に劾 ， 然 も ・2 （22・7 ％〉・
・3 （23・8％）及び 15 （°「・9％）傾 倒的 ｝こ多數

で あ る ． 生 きfSlttEiと謂 われ 砧 疣 醐 の キム ラグ モ （± 49）と他 の 2 弸 の 總て の 種 との 踟 こ極蘇 大

き嫌 色嫐 嵯 （25）が 存する こ とは ， 同種嬾 鱆 的 に 轄 しく特異な こ と をtW 　6 の で あ る源 懸

目の 2 魎は 23
，
24 の 染色體數 を有 し ，

一方新疣亜 目は 4−24 の 變異 を示 して い る 。 斯 くク モ で は系続的に

u 、瀦 ま ど多數 の 染饑 臘 を もつ て い る 。 こ れは本類 の 染鯔 數の 進伽 ・高 よ り低 の 方肉に行われた こ とを

示 唆す る もの で あ る。 爾本類で も ・ entri ・ f・・i・ n ｝・ よ る 染色纖 の 進化の 數例漸 輝 目「c見 られ る ・

．

　｛re、） 染色ee數 の 分布lt本邦産 の もの ， 世界産 の もの に つ い て 劉 肱 ありま す か ・ （小川瑞脚

　 （答）　 あ りま せ・ん 。

　（問 ・） 短い 猷 の 染seeの 結合 lcよ つ て ttL・esxxの 染色齢 で きたと考え られた よ うで 拙 ・ その 理 由

は い か ん ． （2）常染色eeと性染seeとの 關係を併せ考えて 考察され て ltL・th・ん ・ 佶 旧俊秀），

　 （n ．・） そ 拷 えた ら 5ま く説 明が つ く・よ 5だ とい 5位で 別 に確定的な結論 と臆 つ て い ませ ん ・ （2）

’
併せ て 考 えて い ます 。 性染色誼に關して は溺 の 機會に申上げます 。

　　　ア メ ン ボ類の 染色目 ， 特に X 鍛色饐に 就 い て （第 ＝ 赧） 岡田相 之助 （靜岡大 ・歡 ・浅松分校）

　ア メ ン 槲 鯔 す る鯔 は膿 有鍵 の 原麺i・ よ 殊 上生 活鬮 す 礪 に ・ 二 ≡耡 に測 ヒした もの と朧

す描 期 進化 の 過陣
一me の 形黥 ・從 つ て 靖 鯉 → 彫 壅 → 綱 型 の mae辿 つ た もの と翫 ら れ

る 。 ア 〃 ボ科 の 5 屬 8 種有翅型 2 彫 型 4 無翅型 2 の 減數分裂を調 べ た結果 ・ 上 記 の m に從 つ て ・ （1｝

染膿 撚 増 rmの 働 に ある ． （2）x 染色reVt大 き さ をrPt・ （3）x 染色饐 の 翫 の 黼 帖 見褓 ・ 有翅

型 ，・moas 無鯉 の シ ヲア メ ン sutwa をす る・ 倆 耀 の うち ・ 有翅型の 出現編 な シ マ ア メ ン ボ

と 9，rri。． sp ．及 び無翅型の シ ヲ ア メ ン ボは ・ 第 一分裂鯲 て 常染色睦 よ 09ft て 分裂する）・ 無翅型 の ケ シ

ウ ミ ア メ ン ボ だ け は齣還元 をす る p

　　個 ） 後還元か ら前還元へ 進化した とい 5考察’油 きす ぎ で は な い で し よ 5カ・
・ （吉田俊秀 ）

　　  之tま一般tSt・ Xttitるべ 繝 題と云 憶 味で 臆 くて ， 研究 した ア メ y ボ の 8種の み に限つ て 考え

　られ る と云 う惹慟…で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15 ）
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